
 

 

 

 

 

 

佐藤心音さん、センタートレーニング（U15）30名に選出！ 

 第 116 号（10 月 30 日）の校長通信で「夢を追

う尾中生」として紹介した佐藤心
ここ

音
ね

さん（２年）。

国際舞台で活躍できるハンドボールの極めて優秀な

タレントの発掘を目的に、埼玉県・大崎電機体育館

で行われた「NTS2025 チャレンジサーキット」で

女子 101 名の参加者のうちの 30 名に選出されま

した。このことを受け、心音さんは、来年１月に東

京・味の素ナショナルトレーニングセンターで行わ

れる合宿「NTS センタートレーニング（U15）」に

参加することとなりました。 

 そこで、心音さんに校長室に来てもらい、インタ

ビューしました。 
 

Ｑ１ 受賞結果を聞いて、どんなことを思いましたか。 

 ➡努力してきたことが報われてうれしかったです。 

Ｑ２ ハンドボールはいつごろから始めたのですか。 

 ➡小学２年生から始めました。父の友人から勧められたことがきっかけです。 

Ｑ３ ハンドボールの魅力はどんなところですか。 

 ➡シュートが決まったとき、仲間と喜び合えるところです。 

Ｑ４ 逆に、これまでで苦しかったことは何ですか。 

 ➡同世代の選手が少なく、思うように練習することができなかったことが苦しかったです。 

Ｑ５ 今後の学校生活でどんなことを頑張りたいですか。 

 ➡日頃から、指導してくださる方々にあいさつす

るなど、やるべきことをきちんとやるように心

がけていきたいです。 

■ご家族の方から心音さんへ 

  与えていただいたチャンスを無駄にしないよう

に、１月はしっかり勉強してきてください。 
 

 「将来はおりひめジャパン」の夢に向かって…。 

夢の実現のために頑張る尾中生を、学校全体で応

援していきましょう。  【文責：校長 工藤雅史】 
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尾花沢
お ば ね

を背負
し ょ

って立つ学校～自分たちで創り上げるシン尾花沢中～ 

けだかく晴れた 月の峰 雲間にそそる 鳥海も 

校長通信 

心音さんの友人、亜
あ

咲
さき

さん（右）も、応援の意味を込

めて校長室に付き添って来てくれました 


